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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、Nuchal translucency(NT)測定・評価に対して、三次元的構造物で
ある胎児後頸 部透亮域を経腹あるいは経腟3D測定法(以後NV)で測定することで、胎児の位置および測 定者の技
量に関わらず安定した測定と客観的評価が可能となる測定方法の確立を目指すものである。測定件数8件。母体
平均年34.5歳。平均妊娠週数13週5日。平均NT値 4.0mmであった。8例中2例（全てNT3.5mm以上）において21 
trisomyを確認。8例中5例 (全てNT 3.5mm未満）は正常核型であることを確認、1例は測定時においてNT肥厚確認
できず、正常であると判断。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to establish a measurement method for Nuchal 
Translucency (NT) evaluation by using transabdominal or transvaginal 3D measurement techniques 
(hereafter referred to as NV) to measure the fetal nuchal translucency as a three-dimensional 
structure. This method aims to achieve stable measurements and objective evaluations regardless of 
fetal position and operator skill. The number of measurements was 8 cases. The average maternal age 
was 34.5 years. The average gestational age was 13 weeks and 5 days. The average NT value was 4.0 
mm. Among the 8 cases, 2 cases (all with NT values of 3.5 mm or more) were confirmed to have trisomy
 21. Among the 8 cases, 5 cases (all with NT values less than 3.5 mm) were confirmed to have a 
normal karyotype, and in 1 case, no NT thickening was observed during the measurement and was judged
 to be normal.

研究分野： 臨床遺伝学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
胎児超音波画像診断の進歩により、Nuchal Translucency (NT)とダウン症候群などの胎児染色体数的異常との関
連が注目されている。しかし、従来のNT計測は精度管理が難しく、一般的な検査にはなりにくいという課題があ
る。特に精度の低い測定により社会的な混乱が生じることがある。NTは本来3D構造物である胎児後頸部透亮域
を、2D的な厚み計測で測定するため、胎児の位置や測定者の技量により測定精度が大きく左右されるが、NTをそ
のまま体積（3D）で測定する方法の方が、胎児の位置に依存せず、測定値の客観性も保たれると考えられれ、胎
児の遺伝学的画像検査としての有用性が高まる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

Nucal translucency(NT)は、胎児後頸部透亮域を、超音波画像診断装置を用いて測定を行う胎

児染色体疾患の非確定的遺伝学的検査として一般にも広く認知されて いる。しかしながら測

定者側にとっては厳密な測定基準の高いハードル、受検者側にとっては測定値の解釈・理解の

困難性があり、それらが検査普及への妨げと 混乱の要因になっているのが現状である。我々

は以前より、本来 3D 構造物である胎児後頸部透亮域を、厚み計測という二次元的測定値(2D)

では、胎児の位置、 測定者の技量などにより測定の精度が大きく左右されてしまっていると

考えていた。以上の観点から、我々は本来三次元的な構造である胎児後頸部透亮域をその ま

ま体積(3D)で測定を行う方が、胎児の位置に左右されず測定値の客観性も保たれ、胎児の遺伝

学的画像検査としての有用性がより高まると考えた。 
 
２．研究の目的 

本研究の目 的は、胎児の位置や測定者の技量などで、評価基準を満たすことに苦慮していた

Nuchal translucency(NT)測定・評価に対して、三次元的構造物である胎児後頸 部透亮域を

経腹あるいは経腟 3D 測定法(以後 NV)で測定することで、胎児の位置および測定者の技量に

関わらず安定した測定と客観的評価が可能となる測定方法の 確立を目指すものである。 
 
３．研究の方法 

研究対象：岩手医科大学附属病院産科および岩手医科大学附属内丸メディカルセン ター臨床

遺伝科を受診した単胎妊婦（妊娠 11 週 0 日〜13 週 6 日）のうち、事前の遺伝 カウンセリン

グにより研究参加への同意を得られた症例（検討予定症例：500 例） 

1) 胎児後頸部透亮域の体積測定法の確立 (NV)  

・ 超音波画像診断装置：Voluson S10 Expert  

・ プローブ：RAB6-RS（経腹 4D）あるいは RIC5-9A-RS（経腟 4D）  

・ ３D 測定方法：体積マニュアル計測方法（Virtual Organ Computer-aided 

Analysis:VOCAL)および体積半自動計測方法 (SonoAVCgeneral: SonoAVC)  

3D による体積測定は VOACL および SonoAVC を用いて行い、両者の有効性 についての比較検証

を試みる。なお NT 計測の従来法である 2D 計測も遺伝学的有用性検証のため同一症例に対し

て実施する。 

2) 遺伝学的検査法としての有効性検証 

1)において測定された各 NT 値は、その後実施される侵襲的検査（羊水検査ある いは絨毛

検査）、あるいは出生後における新生児の診断と突合され、従来の 2D 測定法との比較を行

う。比較検討する項目は各測定値に対応する染色体異常頻 度(Trisomy 21, Trisomy 18, 

Trisomy 13, Turner 症候群、その他の異常)である。先行研究ではあくまで 2D,3D 間での測

定時間や測定しやすさなどの比較であったが、本研究では胎児・新生児の遺伝学的評価（染

色体疾患の有無）までの分析を行うため、本来の目的である遺伝学的検査としての有用性に

関して、正しい評価が可能である。なお染色体疾患が確定された場合は、遺伝カウンセリン

グの実施や担当医療機関へのアクセスなど、適切な遺伝医療サポートが受けられる体制で

実施。 

 
４．研究成果 

測定件数 8件。母体平均年齢 34.5 歳。平均妊娠週数 13 週 5 日。平均 NT 値 4.0mm であった。

8例中 2例（全て NT 3.5mm 以上）において 21 trisomy を確認。8 例中 5 例 (全て NT 3.5mm 未



満）は正常核型であることを確認、1 例は測定時において NT 肥厚確認できず、正常であると

判断。 
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